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車を走行中、強い風を受けると車に危険な圧力がかかります。下図のように風が強くなればなるほど、車が流され
る・横転するといった危険性が高くなります。さらに、風は一定ではなく、吹く強さや方向も変化するため大きな危険
がともないます。

風が強いときは安定走行ができない暴 風

（参考：気象庁2017年9月一部改正「雨と風の階級表」より作成）

これまでの避難情報等

●風の強さと吹き方

やや
強い風

平均風速
（m/s）

10～15

風の強さ
（予報用語） 走行中の影響 屋外・樹木の様子 おおよその

瞬間風速（m/s）

道路の吹き流しの角度が水平になり、高速
運転中では横風に流される感覚を受ける。

電線や樹木全体が
揺れ始める。

強い風15～20 高速運転中では、横風に流される感覚が
大きくなる。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が
外れ始める。

非常に
強い風20～30 通常の速度で運転するのが困難になる。

根の張っていない
木が倒れ始める。
看板が落下・飛散する。

強烈な風30～ 走行中のトラックが横転する。

多くの樹木が倒れる。電
柱や電灯で倒れるものが
ある。ブロック壁で倒壊す
るものがある。

50

30運転は危険！

40

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

20

警戒
レベル 新たな避難情報等国や自治体が発表する気象や避難の情報

を、５段階の「警戒レベル」で知らせる仕組
みが平成30年６月から始まりました。その
後、令和元年の台風１９号等による災害の
経験を踏まえ、避難情報に関するガイド
ラインが見直され、令和３年５月に改定さ
れました。これまでの警戒レベルと比べ、
レベル３は「高齢者等避難」、レベル４は
「避難指示」に表現が一本化され、レベル４
までに必ず避難すべき旨が一目で分かる
ように改められました。なお、レベル５で
は「緊急安全確保」という表現になり、取
るべき行動としては「命の危険　直ちに
安全確保」することが求められます。

豪雨時は車中死が半数！運転を取りやめるなどの検討を豪 雨

5

4
3
2
1

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

・避難指示（緊急）
・避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

災害発生
又は切迫

災害の
おそれ高い

災害の
おそれあり

気象状況悪化

今後気象状況
悪化のおそれ

〈警戒レベル4までに必ず避難！〉

緊急安全確保
きんきゅうあんぜんかくほ

ひなんしじ

避難指示
こうれいしゃとうひなん

高齢者等避難

MEMO
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携行品・整備出発前

走行ルートの状況を確認出発前

いざという時に役立つ携行品を必ず持っていきましょう。

引用：気象庁報道発表資料より

脱出用のハンマー・カッター

タイヤが摩耗していないか確認

視界を確保するため、フロントガラスの清掃やワイパーの点検整備

CHECK!
脱出用の
ハンマーやカッター

気象庁 大雨警報（土砂災害）の危険度分布
（土砂災害警戒判定メッシュ情報）

雨　量

今後の雨
（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

大雨警報（土砂災害）の
危険度分布

（土砂災害警戒判定メッシュ情報）

傾斜、地質、都市化率等も考慮して危険度を算出

土 砂 災 害

2時間先
までの予測

高

低

危
険
度

大雨警報（浸水害）の
危険度分布

浸 水 害

1時間先
までの予測

洪水警報の
危険度分布

洪 　 水

3時間先
までの予測

注意報級 警報級 指定河川洪水予報に対する
危険度の高まりも確認可能

土砂災害警戒情報に対応する危険度の高まり
（警戒レベル4相当）も確認可能

●過去25年分の災害データを用いて危険度の高まりに応じた基準を段階的に設定し、雨量予測データから算出した
危険度を地図上に色分けして表示（黄→赤→うす紫→濃い紫）。
●注意報、警報、土砂災害警報情報、指定河川洪水予報に対する危険度がひと目で分かる。
●「濃い紫」の領域では、過去の重大な災害発生時に匹敵する状況を示す基準をすでに超過。
●この基準をまもなく超えそうな「うす紫」の領域においては速やかに避難。

詳しくはこちら
https://www.jma.go.jp/jp/
doshamesh/index.html
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